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「
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
」
邦
訳

(8) 邦訳

第
三
田
章

決
済
お
よ
び
信
用
関
係

「ロシア共和国民法典」

第
三
九
一
条

機
関
相
互
聞
の
決
済

① 

国
家
的
機
関
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
他
の
協
同
組
合
的
・
社
会
的
機
関

杷
互
問
の
債
務
に
も
と
づ
く
支
払
い
は
、
か
か
る
諸
機
関
が
法
律
に
し
た

が
っ
て
自
己
の
金
銭
資
産
を
保
有
す
る
信
用
施
設
を
経
由
し
て
振
替
決
済

手
続
き
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
決
済
の
手
続
き
お
よ
び
方
式
は
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
る
。

(8) 

五

十

嵐

佐

保

す住

子清

② 

国
家
的
機
関
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
他
の
協
同
組
合
的
・
社
会
的
機
関

相
互
間
の
現
金
に
よ
る
決
済
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め

ら
れ
る
手
続
き
お
よ
び
範
囲
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
。

第
三
丸
二
条

機
関
の
口
座
で
信
用
施
鮫
に
保
有
さ
れ
る
資
金
の
処
分

① 

機
関
は
、
信
用
施
設
に
そ
の
口
座
で
保
有
さ
れ
る
資
金
を
、
当
該
の
資

金
に
つ
き
さ
だ
め
ら
れ
た
特
定
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
処
分
す
る
。

② 

賃
金
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
支
払
い
の
た
め
に
必
要
な
資
金
は
、
口
座

名
義
人
に
た
い
す
る
何
等
か
の
請
求
権
の
存
在
と
無
関
係
に
機
関
の
口
座

北法22(4・177)819



二料

か
ら
交
付
さ
れ
る
。
か
か
る
規
定
の
例
外
は
ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
に

よ
り
さ
だ
め
ら
れ
得
る
。

J資‘

③ 

機
関
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
信
用
施
設
に
お
け
る
そ
の
口
座
に
あ

る
資
金
の
徴
収
を
す
る
こ
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め

ら
れ
る
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
。

④ 

請
求
の
満
足
に
あ
た
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め

ら
れ
る
順
位
が
遵
守
さ
れ
る
。

第
三
九
三
条

① 

機
関
に
た
い
す
る
信
用
供
与

国
家
的
機
関
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
他
の
協
同
組
合
的
・
社
会
的
機
関

へ
の
信
用
供
与
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
手
続

き
に
お
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
立
銀
行
お
よ
び
他
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の

銀
行
に
よ
る
承
認
さ
れ
た
計
画
に
し
た
が
っ
て
特
定
の
目
的
を
も
っ
期
限

付
貸
付
金
の
交
付
と
い
う
方
法
で
行
な
わ
れ
る
。

② 

一
個
の
機
関
か
ら
他
の
機
関
に
た
い
す
る
前
渡
金
の
交
付
を
含
む
現
物

ま
た
は
金
銭
の
形
式
に
よ
る
信
用
供
与
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ

り
さ
だ
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
。

③ 

一
個
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
か
ら
他
の
〔
コ
ル
ホ
ー
ズ
〕
へ
生
産
援
防
を
あ
た

え
る
際
の
信
用
供
与
の
条
件
お
よ
び
手
続
き
は
ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議

の
決
定
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
る
。

第
三
九
四
条

市
民
に
た
い
す
る
銀
行
貸
付

市
民
に
た
い
す
る
貸
付
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め
ら

れ
る
場
合
お
よ
び
手
続
き
で
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
銀
行
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ

る。

第
三
九
五
条

信
用
施
設
に
お
け
る
市
民
の
預
金

① 

市
民
は
信
用
施
設
の
定
款
お
よ
び
さ
だ
め
ら
れ
た
手
続
き
に
よ
り
公
布

さ
れ
る
規
則
に
従
っ
て
、
国
家
労
働
貯
金
局
お
よ
び
他
の
信
用
施
設
に
金

銭
資
産
を
保
有
し
、
預
金
を
処
分
し
、
利
息
ま
た
は
割
増
金
の
形
式
で
預

金
か
ら
利
得
を
受
領
し
振
替
決
済
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

② 

国
家
は
、
預
金
の
秘
密
、
そ
の
安
全
お
よ
び
預
金
者
の
請
求
が
あ
り
次

第
払
戻
し
を
保
障
す
る
。

③ 

国
家
労
働
貯
金
局
お
よ
び
他
の
信
用
施
設
に
積
立
て
ら
れ
た
預
金
の
処

分
手
続
き
は
、
定
款
お
よ
び
木
条
第
①
項
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
る
規
則
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
。

④ 

国
家
労
働
貯
金
局
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
営
銀
行
に
お
け
る
市
民
の

預
金
に
た
い
す
る
執
行
は
、
刑
事
事
件
に
付
帯
す
る
民
事
の
訴
え
を
認
容

す
る
裁
判
所
の
判
決
ま
た
は
決
定
、
扶
養
料
取
立
て
の
訴
え
に
つ
い
て
の

裁
判
所
の
決
定
(
執
行
を
申
立
て
得
る
労
働
賃
金
そ
の
他
の
財
産
が
な
い

と
き
)
、
ま
た
は
夫
婦
の
共
有
財
産
た
る
預
金
の
分
割
の
訴
え
に
つ
い
て

北法22(4・178)820



の
裁
判
所
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
か

か
る
信
用
施
設
に
お
け
る
市
民
の
預
金
の
没
収
は
、
確
定
判
決
ま
た
は
法

律
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
た
財
産
没
収
決
定
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ

る第
三
五
章

委

任

第
三
九
六
条

委
任
契
約
に
も
と
づ
き
、
当
事
者
の
一
方
(
受
任
者
)
は
、
相
手
方
(
委

委
任
契
約

① 
任
者
)
の
名
お
よ
び
計
算
に
お
い
て
、

一
定
の
法
律
行
為
〔
5
E
h宝
巾
円
l

2
2
h
S
2由
民
巾
〕
を
実
行
す
る
義
務
を
負
う
。

② 

委
任
者
は
、
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
り
報
酬
の
支
払
い
が
さ
だ
め
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
受
任
者
に
報
酬
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

(8) 邦訳

第
三
九
七
条

委
任
者
の
指
示
に
し
た
が
う
委
任
の
履
行

① 

受
任
者
は
、
委
任
者
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
委

rロシア共和国民法典」

任
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

受
任
者
は
、
当
該
事
情
の
下
に
お
い
て
委
任
者
の
利
益
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
っ
て
、
か
っ
、
委
任
者
の
意
見
に
つ
い
て
の
受
任
者
に
よ
る
事
前

の
問
い
あ
わ
せ
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
自
己
の
問
い
あ
わ
せ

に
た
い
す
る
返
答
を
適
時
に
受
領
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
か
か
る
指
示

か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
通
知
が
可
能
に
な
っ
た
と
き
、
受
任
者
は
、

す
で
に
な
さ
れ
た
逸
脱
に
つ
い
て
直
ち
に
委
任
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
九
八
条

受
任
者
自
身
に
よ
る
委
任
の
履
行

受
任
者
は
、
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
委
任
を
み
ず
か
ら
履
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
受
任
者
は
、
本
法
典
第
六
八
条
に
さ
だ
め
る
場
合
に
の
み
、

① 
委
任
の
履
行
を
他
の
者
(
複
受
任
者
〔
ω同
室
内

4512r〕
)
に
ゆ
だ
ね
る
こ

と
が
で
き
る
。

② 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
受
任
者
は
複
受
任
者
の
選
任
に
つ
い
て
の

み
責
を
負
う
。

③ 

委
任
者
は
、
受
任
者
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
複
受
任
者
を
忌
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
九
九
条

受
任
者
の
報
告

受
任
者
は
、
以
下
各
号
の
義
務
を
負
う
。

委
任
者
に
た
い
し
て
、
そ
の
請
求
に
も
と
づ
き
、
委
任
の
履
行
経
過

に
つ
き
す
べ
て
の
情
報
を
報
告
す
る
こ
と
。

2 

委
任
の
性
格
上
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
委
任
の
終
了
後
遅
滞
な

く

証
明
さ
れ
Tこ
記
録
文
書
を
添
付
し
た
報
告
書
を
委
任
者

提
出
す

北法22(~ ・ 179)821



料

ヲ

h
v
y
ア
ζ

。

3 

委
任
の
履
行
に
関
連
し
て
受
領
し
た
す
べ
て
の
も
の
を
、
遅
滞
な
く
、

委
任
者
に
引
渡
す
こ
と
。

資

第
四

O
O条

委
任
者
の
義
務

① 

委
任
者
は
、
契
約
に
従
っ
て
〔
な
さ
れ
た
〕
履
行
の
全
結
果
を
、
遅
滞

な
く
、
受
任
者
か
ら
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

委
任
者
は
、
以
下
各
号
の
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
契
約
に
別
段
の
さ

だ
め
あ
る
場
合
に
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

委
任
の
履
行
に
不
可
欠
な
資
金
を
受
任
者
に
保
障
す
る
こ
と
。

2 

委
任
の
履
行
に
不
可
欠
な
費
用
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
受
任
者
に

補
償
す
る
こ
と
。

3 

報
酬
を
支
払
う
べ
き
場
合
(
第
三
九
六
条
)
に
は
、
委
任
の
履
行
の

の
ち
、
こ
れ
を
受
任
者
に
支
払
う
こ
と
。

第
四

O
一
条

契
約
の
消
滅

① 

委
任
契
約
は
、
債
務
消
滅
の
一
般
原
則
に
よ
る
ほ
か
、
以
下
各
号
の
事

由
に
よ
っ
て
も
消
滅
す
る
。

委
任
者
に
よ
る
撤
回
。

2 

受
任
者
の
辞
任
。

3 

契
約
当
事
者
た
る
市
民
の
死
亡
、
行
為
無
能
力
者
・
制
限
的
行
為
能

力
者
お
よ
び
失
除
者
た
る
こ
と
の
認
定
。

4 

法
人
の
清
算
。

② 

委
任
者
は
何
時
で
も
委
任
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
、
受
任
者
は
何
時

で
も
委
任
を
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
権
利
を
放
棄
す
る
合
意

は
無
効
で
あ
る
。

③
委
任
者
が
そ
の
利
益
を
他
の
方
法
で
保
障
す
る
可
能
性
を
奪
わ
れ
て
い

る
条
件
の
下
で
受
任
者
が
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
は
、
受
任
者
は
契
約

の
消
滅
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
を
負
う
。

第
四

O
二
条

一
部
履
行
さ
れ
た
契
約
の
消
滅
の
効
果

委
任
が
完
全
に
履
行
さ
れ
る
以
前
に
委
任
契
約
が
消
滅
し
た
場
合
に

は
、
委
任
者
は
、
委
任
の
履
行
に
あ
た
っ
て
出
摘
さ
れ
た
費
用
を
受
任
者

に
補
償
す
る
義
務
を
負
い
、
受
任
者
に
報
酬
を
支
払
う
べ
き
と
き
に
は
、

受
任
者
に
よ
り
履
行
さ
れ
た
仕
事
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
う
義
務
も
負

ぅ
。
前
段
の
規
定
は
、
受
任
者
が
委
任
の
消
滅
に
つ
い
て
知
り
ま
た
は
知

り
得
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
の
の
ち
に
受
任
者
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
た
委
任

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

第
四

O
一-一条

受
任
者
の
相
続
人
の
義
務

① 

受
任
者
の
死
亡
の
場
合
に
は
、
そ
の
相
続
人
は
委
任
契
約
の
消
滅
に
つ

き
委
任
者
に
通
知
す
る
義
務
を
負
い
、
か
っ
、
委
任
者
の
財
産
の
保
全
の

北法22(4・180)822



j 

: 
1 
1 
i 
を

1 

1 
f 
j 

l 
i 

た
め
に
不
可
欠
な
処
置
を
と
る
義
務
を
負
う
。

② 

か
か
る
義
務
は
、
受
任
者
た
る
法
人
の
清
算
人
に
た
い
し
て
も
諜
せ
ら

れ
る
。

第
三
六
章

取

次

第
四

O
四
条

取
次
契
約

① 

取
次
契
約
に
も
と
づ
き
、
当
事
者
の
一
方
(
取
次
人
)
は
相
手
方
(
委

託
者
)
の
委
託
に
よ
り
、
委
託
者
の
た
め
に
自
己
の
名
に
お
い
て
一
個
ま

た
は
数
個
の
法
律
行
為
を
報
酬
を
得
て
行
な
う
義
務
を
負
う
。

② 

農
業
生
産
物
売
却
に
つ
い
て
の
取
次
契
約
に
も
と
づ
き
、
コ
ル
ホ
ー
ズ

(
委
託
者
)
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
国
家
に
た
い
し
て
負
う
農
業
生
産
物
売
却

(8) 

に
つ
い
て
の
義
務
を
履
行
し
た
の
ち
に
、
な
お
残
存
す
る
余
剰
農
業
生
産

邦訳

物
の
売
却
を
消
費
協
同
組
合
機
関
(
取
次
人
〉
に
委
託
す
る
。

③ 

取
次
販
売
庖
は
、
小
売
商
業
手
続
き
に
よ
り
、
新
品
の
、
ま
た
は
、
中

「ロシア共和国民法典J

古
の
日
用
品
お
よ
び
家
庭
用
品
、
美
術
細
工
口
問
、
実
用
工
芸
品
、
骨
董
品

の
販
売
に
つ
き
取
次
契
約
を
締
結
す
る
。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
共
和
国
商
業

者
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
、
取
次
販
売
屈
に
よ
る
物
品
の
受
入
れ
お
よ
び
販

売
手
続
規
定
に
よ
り
、
受
納
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
件
は
除
外
さ
れ
る
。

第
四

O
五
条

契
約
の
方
式

‘ 

① 

取
次
契
約
は
文
書
の
形
式
に
よ
り
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第

四
六
条
〉
。

② 

農
業
生
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
の
取
次
契
約
は
、
生
産
物
を
受
領
す
る

消
費
協
同
組
合
機
関
の
貨
物
送
り
状
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
交
付
す
る
と
い
う

方
法
に
よ
っ
て
も
締
結
さ
れ
得
る
。
契
約
〈
貨
物
送
り
状
)
中
に
は
、
生

産
物
の
名
称
、
受
入
れ
の
日
付
、
生
産
物
を
引
渡
し
た
者
、
そ
の
数
量
お

よ
び
品
質
、
な
ら
び
に
、
販
売
価
格
お
よ
び
清
算
期
間
が
摘
示
さ
れ
る
。

第
四

O
六
条

第
三
者
と
の
法
律
行
為
に
お
け
る
取
次
人
の

権
利
お
よ
び
義
務

取
次
人
と
第
三
者
間
に
な
さ
れ
た
法
律
行
為
に
も
と
づ
き
、
委
託
者
が

法
律
行
為
に
お
い
て
そ
の
名
を
指
示
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
当
該
法
律
行
為

の
履
行
に
つ
き
第
三
者
と
直
接
的
関
係
に
た
つ
場
合
に
お
い
て
も
、
取
次

人
は
権
利
を
取
得
し
、
義
務
者
と
な
る
。

第
四

O
七
条

委
託
者
の
所
有
権

委
託
者
に
よ
り
取
次
人
に
交
付
さ
れ
た
財
産
、
ま
た
は
、
委
託
者
の
た

め
に
取
次
人
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
財
産
は
委
託
者
の
所
有
に
属
す
る
。

第
四

O
八
条

取
次
委
託
の
履
行

① 

取
次
人
は
、
自
己
が
引
受
け
た
委
託
を
、
委
託
者
に
最
も
有
利
な
条
件

で
履
行
す
る
義
務
を
負
う
。

北法22(4・181)823



料

② 

取
次
人
が
委
託
者
の
指
示
に
比
し
て
よ
り
有
利
な
条
件
で
法
律
行
為
を

お
こ
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
利
益
は
委
託
者
に
帰
属
す

資

る。
③ 

農
業
生
産
物
を
取
次
販
売
の
た
め
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
か
ら
受
入
れ
た
消
費

協
同
組
合
機
関
は
、
こ
れ
を
自
己
の
活
動
区
域
外
に
お
い
て
販
売
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
消
費
協
同
組
合
と
再
取
次
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④ 

農
業
生
産
物
を
取
次
販
売
の
た
め
に
受
領
し
た
消
費
協
同
組
合
機
関

は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
コ
ル

ホ
l
ズ
に
前
渡
金
を
交
付
す
る
。

第
四

O
九
条

委
託
者
の
指
示
か
ら
の
逸
脱

① 

取
次
人
は
、
本
法
典
第
三
九
七
条
に
さ
だ
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委

託
者
の
指
示
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

委
託
者
に
よ
り
指
示
さ
れ
た
価
格
に
比
し
て
低
廉
な
価
格
で
財
産
を
買

却
し
た
取
次
人
は
、
そ
の
差
額
を
委
託
者
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
た
だ
し
、
指
示
さ
れ
た
価
格
で
当
該
の
財
産
を
売
却
す
る
可
能
性
、
が

な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
低
廉
な
価
格
で
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
大
き
な
損
害
を
防
止
し
た
こ
と
に
つ
き
立
証
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り

下-向、、。

寸
千
九

L

③ 

取
次
人
が
委
託
者
の
指
示
を
上
ま
わ
る
価
格
で
財
産
を
購
入
し
た
場
合

に
は
、
か
か
る
購
入
物
の
受
領
を
望
ま
な
い
委
託
者
は
、
第
三
者
と
の
契

約
締
結
に
つ
き
通
知
を
受
け
て
の
ち
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
取
次
人
に
申
立

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
購
入
物
は
委
託
者
に
よ

り
受
領
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

④ 

取
次
人
が
価
格
の
差
額
に
つ
き
自
己
の
計
算
に
受
け
入
れ
る
旨
の
告
知

を
な
し
た
場
合
に
は
、
委
託
者
は
、
自
己
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
法
律
行

為
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
一

O
条

取
次
人
に
よ
り
売
却
さ
れ
る
物
の
価
格

① 

取
次
販
売
広
に
よ
り
受
領
さ
れ
る
物
の
売
価
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ

り
さ
だ
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
商
品
に
つ
い
て
の
国
家
小
売
価
格
を

こ
え
る
こ
と
を
え
な
い
。
骨
董
品
・
稀
少
口
問
お
よ
び
芸
術
作
品
の
売
価
は
、

特
別
な
評
価
に
よ
り
取
次
販
売
庖
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
。

② 

規
定
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
期
間
内
に
(
第
四

O
五
条
〉
売
却
さ
れ
な

か
っ
た
物
の
価
格
は
、
委
託
者
と
の
合
意
に
よ
り
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
委
託
者
が
物
の
再
評
価
の
た
め
に
呼
出
し
に
応
じ
て
出
頭
し
な
い
場

合
に
は
、
販
売
庖
は
規
則
に
し
た
が
っ
て
価
格
を
減
額
す
る
。

③ 

消
費
協
同
組
合
機
関
に
よ
り
販
売
の
た
め
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
か
ら
受
領
さ

れ
た
余
剰
農
業
生
産
物
の
売
価
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
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る
第
四
一
一
条

取
次
人
に
よ
る
第
三
者
と
の
法
律
行
為
の
履
行

① 

取
次
人
は
、
第
三
者
と
の
聞
で
締
結
し
た
法
律
行
為
か
ら
生
ず
る
す
べ

② 
て
の
義
務
を
履
行
し
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
次
人
は
、
委
託
者
の
た
め
に
成
立
し
た
法
律
行
為
を
第
三
者
が
履
行

す
る
こ
と
に
つ
い
て
委
託
者
に
た
い
し
て
責
を
負
わ
な
い
。
た
だ
し
、
か

か
る
法
律
行
為
の
第
三
者
に
よ
る
履
行
に
つ
き
保
証
(
母

-oaETH支

払
保
証
)
を
引
受
け
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

③ 

取
次
人
が
第
三
者
と
の
間
で
締
結
し
た
法
律
行
為
が
〔
当
該
〕
の
第
三

者
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
取
次
人
は
、
そ
の
旨
遅
滞
な
く
委
託

者
に
通
知
し
、
必
要
な
証
拠
を
収
集
し
保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(8) 

④ 

取
次
人
が
第
三
者
と
の
聞
で
締
結
し
た
法
律
行
為
が
〔
当
該
〕
の
第
三

者
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
委
託
者
は
、
か
か
る
法
律
行

邦訳

為
に
由
来
す
る
第
三
者
に
た
い
す
る
取
次
人
の
請
求
権
を
自
己
に
譲
渡
す

「ロシア共和国民法典」

る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
四
一
二
条

委
託
者
の
財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た
は
毅
損
に
た
い
す
る
仲

介
入
の
責
任

① 

取
次
人
は
自
己
の
支
配
下
に
あ
る
委
託
者
の
財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た

は
毅
損
に
つ
き
委
託
者
に
た
い
し
責
を
負
う
。
た
だ
し
、
か
か
る
滅
失
・

不
足
ま
た
は
致
損
が
自
己
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
り
生
じ
た

こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

② 

委
託
者
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
財
産
、
ま
た
は
、
委
託
者
の
た
め
に
取
次

人
の
も
と
に
届
い
た
財
産
の
受
領
に
際
し
て
、
当
該
の
財
産
に
昼
前
的
検

査
に
よ
り
発
見
し
得
る
致
損
ま
た
は
数
量
不
足
を
見
出
し
た
場
合
、
な
ら

び
に
取
次
人
の
も
と
に
あ
る
委
託
者
の
財
産
に
何
者
か
が
加
害
し
た
場
合

に
は
、
取
次
人
は
、
委
託
者
の
権
利
保
護
の
措
置
を
講
じ
、
必
要
な
証
拠

を
収
集
し
、
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
き
遅
滞
な
く
委
託
者
に
通
知
し
な
け
れ

ギ
』
品
工
‘
フ
工
、
。

J
H
J
/
戸

v--ナ
f
t
u
v

③ 

自
己
の
も
と
に
あ
る
委
託
者
の
財
産
を
保
険
に
付
さ
な
か
っ
た
取
次
人

は
、
委
託
者
が
当
該
の
財
産
を
保
険
に
付
す
べ
く
指
示
し
た
場
合
、
ま
た

は
、
法
律
に
よ
り
こ
れ
を
保
険
に
付
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
の
み
責
を
負
う
。

第
四
一
三
条

取
次
人
の
報
告

① 

取
次
人
は
、
委
託
の
履
行
後
、
委
託
者
に
た
い
し
て
報
告
を
し
委
託
の

履
行
と
関
連
し
て
受
領
し
た
す
べ
て
の
も
の
を
委
託
者
に
引
渡
じ
、
取
次

人
と
第
三
者
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
法
律
行
為
に
由
来
し
て
生
ず
る
〔
当

該
〕
第
三
者
に
た
い
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
委
託
者
の
請
求
に
よ
り
こ
れ

に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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料

委
託
者
が
報
告
に
つ
き
異
議
を
・
有
す
る
場
合
に
は
、
委
託
者
は
、
報
告

② 
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
一
一
カ
月
以
内
に
、
こ
れ
に
つ
き
取
次
人
に
告
知
し
な

資

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
報
告
は
受
領
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
別
段
の
合
意
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

③ 

農
業
生
産
物
の
売
却
に
よ
り
得
ら
れ
た
金
額
は
、
交
付
さ
れ
た
前
渡

金
、
さ
だ
め
ら
れ
た
取
次
報
酬
、
お
よ
び
委
託
者
の
計
算
に
・
お
い
て
取
次

人
に
よ
り
な
さ
れ
た
出
摘
を
控
除
し
て
、
契
約
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
期

間
内
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
た
い
し
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
次

人
に
受
領
さ
れ
た
農
業
生
産
物
に
対
す
る
最
終
的
清
算
は
、
そ
の
売
却
の

後
三
日
以
内
に
行
な
わ
れ
る
。

④ 

再
取
次
契
約
(
第
四

O
八
条
)
が
締
結
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
渡
金
の

交
付
お
よ
び
最
終
的
清
算
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
希
望
に
し
た
が
い
、
取
次

人
ま
た
は
再
取
次
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

⑤ 

取
次
販
売
府
に
よ
る
委
託
者
へ
の
金
銭
の
支
払
い
は
、
販
売
脂
に
支
払

わ
れ
る
取
次
報
酬
を
控
除
し
て
、
物
の
売
却
の
後
一
一
一
日
以
内
に
行
な
わ
れ

る。
第
四
一
四
条

履
行
さ
れ
た
委
託
〔
事
務
〕
の
委
託
者
に
よ
る
受
領

委
託
者
は
、
以
下
各
号
の
義
務
を
負
う
。

委
託
に
も
と
づ
き
履
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
取
次
人
か
ら
受

領
す
る
こ
と
。

2 

取
次
人
に
よ
り
自
己
の
た
め
に
取
得
さ
れ
た
財
産
を
検
査
し
、
当
該

の
財
産
に
つ
き
見
出
さ
れ
た
穣
雛
に
つ
き
遅
滞
な
く
取
次
人
に
通
知
す

る
こ
舟
}
。

3 

取
次
人
が
委
託
の
履
行
に
つ
き
第
三
者
に
た
い
し
て
引
受
け
た
債
務

を
免
が
れ
し
め
る
こ
と
。

第
四
一
五
条

取
次
報
酬

① 

取
次
人
は
委
託
の
履
行
に
つ
き
委
託
者
か
ら
報
酬
を
受
領
す
る
権
利
を

有
す
る
。
取
次
人
が
第
三
者
に
よ
る
法
律
行
為
の
履
行
に
つ
き
保
証
を
引

受
け
た
場
合
に
は
(
第
四
一
一
条
〉
、
取
次
人
は
、
か
か
る
保
証
に
つ
き
委

託
者
か
ら
特
別
報
酬
を
受
領
す
る
。

② 

取
次
報
酬
お
よ
び
支
払
保
証
に
た
い
す
る
報
酬
の
額
は
当
事
者
の
合
意

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
よ
る
別
段
の
さ
だ
め
あ
る
場
合

に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

③ 

外
国
貿
易
に
つ
い
て
の
取
次
契
約
を
除
き
、
〔
他
の
〕
す
べ
て
の
取
次
契

約
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
価
額
を
、
取
次
人
が
〔
実

際
に
〕
法
律
行
為
を
お
こ
な
っ
た
よ
り
有
利
な
価
額
の
差
額
あ
る
い
は
差

額
の
一
部
と
い
う
形
で
報
酬
の
さ
だ
め
を
な
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
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第
四
二
ハ
条

委
託
履
行
費
用
の
償
還

① 

委
託
者
は
、
〔
取
次
〕
報
酬
の
支
払
い
、
お
よ
び
相
当
す
る
場
合
に
は
、

支
払
保
証
に
た
い
す
る
報
酬
の
支
払
い
の
ほ
か
、
委
託
の
履
行
に
つ
き
取

次
人
に
よ
り
出
摘
さ
れ
た
金
員
を
取
次
人
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 、
。

② 

取
次
人
は
自
己
の
許
に
あ
る
委
託
者
の
財
産
の
保
管
費
用
の
償
還
を
誘

求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
り
別
段
の

さ
だ
め
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

③ 

取
次
の
た
め
提
供
さ
れ
た
農
業
生
産
物
を
、
契
約
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ

た
販
売
地
点
ま
で
運
送
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
出
摘
は
委
託
者
の
負
担
に

属
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
に
よ
り
別
段
の
さ
だ
め
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限

り
で
工
、
。

寸

T
L

(8) 

第
四
一
七
条

取
次
人
に
よ
る
自
己
に
支
払
わ
る
べ
き
金
額
の
控
除

邦訳

取
次
人
は
、
契
約
に
も
と
づ
き
自
己
に
支
払
わ
る
べ
き
金
額
を
、
委
託

「ロシア共和国民法典」

者
の
計
算
に
お
い
て
自
己
の
も
と
に
あ
る
総
額
中
か
ら
控
除
す
る
権
利
を

有
す
る
。

第
四
一
八
条

委
託
者
の
死
亡
ま
た
は
委
託
者
た
る
法
人
の
消
滅
後
の
取
次

人
に
よ
る
委
託
の
履
行

委
託
者
の
死
亡
、
行
為
無
能
力
者
・
制
限
的
行
為
能
力
者
お
よ
び
失
綜

者
た
る
こ
と
の
認
定
の
場
合
、
な
ら
び
に
委
託
者
と
し
て
行
為
し
て
い
た

法
人
の
消
滅
の
場
合
に
は
、
取
次
人
は
、
委
託
者
の
権
利
承
継
者
ま
た
は

代
理
人
か
ら
適
当
な
指
示
、
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
自
己
に
あ
た
え
ら
れ
た
委

託
の
履
行
を
継
続
す
る
義
務
を
負
う
。

第
四
一
九
条

取
次
人
に
よ
る
委
託
履
行
の
拒
絶

取
次
人
は
、
委
託
の
履
行
不
能
ま
た
は
委
託
者
に
よ
る
取
次
契
約
の
違

反
よ
り
生
ず
る
場
合
を
除
き
、
引
受
け
た
委
託
の
履
行
を
拒
絶
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
よ
り
別
段
の
さ
だ
め
あ
る
場
合
は
こ
の

① 
限
り
で
な
い
。

② 

取
次
人
は
、
委
託
者
に
た
い
し
て
、
自
己
の
拒
絶
を
書
面
に
よ
り
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
次
契
約
は
、
委
託
の
履
行
の
拒
絶
に
つ
い
て

の
取
次
人
の
通
知
を
委
託
者
が
受
領
し
た
日
か
ら
二
週
間
、
そ
の
効
力
を

保
持
す
る
。

③ 

取
次
人
が
取
次
契
約
の
委
託
者
に
よ
る
違
反
の
結
果
と
し
て
、
引
受
け

た
委
託
の
履
行
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
取
次
人
は
、
出
摘
し
た
費
用
の

償
還
お
よ
び
取
次
報
酬
の
受
領
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
。

第
四
ニ

O
条

取
次
人
の
委
託
履
行
拒
絶
後
に
お
け
る

委
託
者
の
財
産
の
処
分

① 

委
託
の
履
行
の
拒
絶
に
つ
き
取
次
人
の
通
知
を
う
け
た
委
託
者
は
、
拒
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料

絶
の
受
領
の
日
か
ら
-
カ
月
以
内
に
取
次
人
の
許
に
あ
る
財
産
を
処
分
し

資

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
託
者
は
、
取
次
人
に
与
え
ら
れ
た
委
託
を
撤
回
し
た
場
合
(
第
四
二

② 

一
条
)
に
お
い
て
も
同
様
な
義
務
を
負
う
。

③
委
託
者
が
所
定
の
期
間
内
に
取
次
人
の
も
と
に
あ
る
財
産
を
処
分
し
な

い
場
合
に
は
、
取
次
人
は
当
該
の
財
産
を
委
託
者
の
計
算
に
お
い
て
保
管

の
た
め
に
引
渡
す
か
、
あ
る
い
は
、
委
託
者
に
た
い
す
る
自
己
の
請
求
を

満
足
さ
せ
る
た
め
に
当
該
の
財
産
を
可
能
な
か
ぎ
り
委
託
者
に
有
利
な
価

格
で
売
却
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
四
二
一
条

委
託
者
に
よ
る
委
託
の
撤
回

① 

委
託
者
が
、
取
次
人
と
第
三
者
と
が
相
当
す
る
法
律
行
為
を
締
結
す
る

以
前
に
取
次
人
に
与
え
た
委
託
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
撤
回
し
た
場
合
に

は
、
取
次
人
に
た
い
し
て
委
託
の
撤
回
以
前
に
な
さ
れ
た
法
律
行
為
に
た

い
す
る
取
次
報
酬
を
支
払
い
委
託
の
撤
回
以
前
に
取
次
人
に
よ
り
出
掃
さ

れ
た
費
用
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

市
民
は
、
任
意
の
と
き
に
さ
だ
め
ら
れ
た
価
格
表
に
し
た
が
っ
て
物
の

保
管
の
た
め
の
費
用
を
償
還
し
て
、
取
次
販
売
庖
に
売
却
の
た
め
交
付
し

未
だ
売
却
さ
れ
て
い
な
い
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
七
章

寄

託

第
四
二
二
条

寄
託
契
約

① 

寄
託
契
約
に
も
と
づ
き
、
当
事
者
の
一
方
(
受
寄
者
)
は
、
相
手
方
か

ら
引
渡
さ
れ
た
財
産
を
保
管
し
、
当
該
の
財
産
を
損
傷
す
る
こ
と
な
く
返

還
す
る
義
務
を
負
う
。

② 

社
会
主
義
的
機
関
棺
玄
関
の
寄
託
契
約
に
お
い
て
は
、
相
手
方
か
ら
将

来
引
渡
さ
れ
る
財
産
の
保
管
を
引
受
け
る
受
寄
者
の
義
務
を
予
め
定
め
る

こ
と
、
が
で
き
る
。

③ 

寄
託
契
約
は
無
償
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
り
別
段

の
さ
だ
め
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
二
三
条

契
約
の
方
式

① 

双
方
ま
た
は
一
方
の
当
事
者
が
市
民
で
あ
る
寄
託
契
約
は
、
交
付
さ
れ

る
財
産
の
価
額
が
一

O
Oル
l
ブ
リ
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
書
簡
の
方
式

に
よ
り
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
第
四
六
条
河
た
だ
し
、
番
号
札

ま
た
は
金
属
の
マ

l
ク
が
受
寄
者
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
施
設
・
企
業
お
よ

び
機
関
の
ク
ロ
ー
ク
に
短
期
間
物
を
寄
託
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

L 、。
② 

保
管
の
た
め
受
領
さ
れ
た
物
と
受
寄
者
に
よ
り
返
還
さ
れ
た
物
の
同
一
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性
に
つ
き
あ
ら
そ
い
あ
る
場
合
に
は
、
証
人
の
供
述
、
が
ゆ
る
さ
れ
る
。

③ 

非
常
な
状
態
(
火
災
・
洪
水
等
〉
に
お
け
る
保
管
の
た
め
の
物
の
交
付

は
、
保
管
の
た
め
交
付
さ
れ
た
物
の
価
額
と
か
か
わ
り
な
く
、
証
人
の
供

述
に
よ
っ
て
挙
証
さ
れ
得
る
。

第
四
二
四
条

当
事
者
の
一
方
の
請
求
に
よ
る
寄
託
契
約
の
消
滅

寄
託
者
は
、
受
寄
者
に
た
い
し
て
任
意
の
と
き
に
そ
の
返
還
を
請
求
す

る
こ
と
、
が
で
き
る
。

① ② 

物
を
請
求
あ
る
ま
で
保
管
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
期
間
の
さ
だ
め
な
く

保
管
す
る
場
合
に
は
、
受
寄
者
は
任
意
の
と
き
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
財
産
を
引
取
る
た
め
に
当
該
の
状
況
の
も

と
で
十
分
な
期
聞
が
寄
託
者
に
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
二
五
条

受
寄
者
の
義
務

(8) 

① 

受
寄
者
は
、
契
約
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
措
置
、
ま
た
は
、

邦訳

財
産
の
保
存
の
た
め
に
不
可
欠
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

「ロシア共和同民法典」

:、
0

4
ト

H
'
v

② 

市
民
相
互
間
で
締
結
さ
れ
た
無
償
寄
託
契
約
の
〔
当
事
者
た
る
〕
受
寄

者
は
、
保
管
の
た
め
自
己
に
交
付
さ
れ
た
財
産
に
つ
き
、
自
己
の
所
有
に

属
す
る
〔
財
産
〕
に
つ
い
て
も
同
一
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@ 

受
寄
者
は
、
保
管
の
た
め
自
己
に
交
付
さ
れ
た
財
産
を
利
用
す
る
権
限

を
有
し
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
よ
り
別
段
の
さ
だ
め
あ
る
場
合
は
ニ
の

岡
山
り
で
な
い
。

第
四
二
六
条

受
容
者
に
た
い
す
る
報
酬
と
費
用
の
償
還

① 

有
償
寄
託
契
約
(
第
四
二
三
条
)
に
も
と
づ
く
受
寄
者
に
た
い
す
る
報

酬
の
額
は
、
さ
だ
め
ら
れ
た
手
続
き
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
公
定
賃
率
・
歩

合
ま
た
は
料
金
表
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
〔
基
準
が
〕
な

い
場
合
に
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

② 

保
管
の
た
め
交
付
さ
れ
た
財
産
が
無
償
で
保
管
さ
れ
る
場
合
に
は
、
財

産
の
保
存
の
た
め
に
不
可
欠
な
費
用
が
受
寄
者
に
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
二
七
条

財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た
は
致
損
に
た
い
す
る

受
容
者
の
責
任

① 

寄
託
が
定
款
(
規
定
〉
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
活
動
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
る
機
関
は
、
不
可
抗
力
に
よ
り
生
じ
た
財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た
は
致

損
に
つ
き
責
を
免
れ
る
。

② 

契
約
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
た
期
間
の
経
過
後
、
ま
た
は
、
本
法
典
第
四

二
四
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
受
寄
者
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
間
の
経
過

後
に
お
い
て
、
寄
託
者
に
よ
り
当
該
の
財
産
が
引
取
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
受
寄
者
は
、
当
該
の
財
産
の
〔
そ
の
後
の
〕
滅
失
・
不
足
お
よ
び
毅
損
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料

に
た
い
し
て
、
自
ら
の
側
に
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
存
す
る
場
合
に

の
み
責
を
負
う
も
の
と
す
る
。

資

第
四
ニ
八
条

受
容
者
の
責
任
の
範
回

① 

財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た
は
段
損
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
受

容
者
の
責
任
が
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
り
さ
だ
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
受
寄
者
は
以
下
各
号
に
つ
き
責
を
負
う
。

財
産
の
滅
失
お
よ
び
不
足
に
た
い
し
て
は
、
滅
失
ま
た
は
不
足
し
た

財
産
の
価
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
。

2 

財
産
の
段
損
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
価
額
が
減
少
し
た
金
額
の
範
囲

内
に
お
い
て
。

② 

保
管
の
た
め
財
産
を
交
付
す
る
に
際
し
て
当
該
の
財
産
に
つ
き
-
評
価
が

な
さ
れ
、
そ
の
価
額
が
契
約
ま
た
は
受
寄
者
に
よ
り
手
交
さ
れ
た
他
の
文

書
中
に
指
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
寄
者
は
、
財
産
の
滅
失
・
不
足
ま
た

は
段
損
の
実
際
の
価
額
が
当
該
の
評
価
額
を
下
ま
わ
る
こ
と
を
証
明
し
な

い
か
ぎ
り
、
そ
の
-
評
価
額
に
し
た
が
っ
て
責
を
負
う
も
の
と
す
る
。

③ 

受
寄
者
の
責
に
帰
す
べ
き
段
損
の
結
果
、
財
産
の
品
質
が
本
来
の
用
法

に
よ
る
利
用
を
不
可
能
に
す
る
ほ
ど
低
下
し
た
場
合
に
は
、
寄
託
者
は
、

〔
受
領
を
〕
拒
絶
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
四
ニ
九
条

ホ
テ
ル
・
共
同
宿
舎
お
よ
び
他
の
機
関
に
お
け
る
財
産
の
滅

失
ま
た
は
毅
損
に
た
い
す
る
責
任

ホ
テ
ル
・
休
息
の
家
・
保
養
所
・
共
同
宿
舎
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
機

関
は
、
か
か
る
機
関
に
た
い
し
て
金
銭
お
よ
び
貴
金
属
を
除
く
他
の
財
産

が
特
に
保
管
の
た
め
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
自
己
の
管

理
下
に
属
す
る
建
造
物
内
に
お
け
る
市
民
の
財
産
の
滅
失
ま
た
は
毅
損
に

た
い
し
て
責
を
負
う
。

第
四
三

O
条

財
産
引
取
り
期
間
の
違
反
の
効
果

① 

寄
託
者
は
、
本
法
典
第
四
二
七
条
に
さ
だ
め
る
期
間
内
に
こ
れ
を
引
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

寄
託
者
が
財
産
の
引
取
り
を
回
避
し
た
場
合
に
は
、
受
寄
者
が
市
民
で

あ
る
と
き
は
、
判
決
の
執
行
の
た
め
に
ロ
シ
ア
共
和
国
民
事
訴
訟
法
典
に

よ
り
さ
だ
め
ら
れ
る
手
続
き
に
従
っ
て
、
当
該
の
財
産
の
強
制
的
売
却
を

裁
判
所
に
た
い
し
て
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
受
寄
者
が
社
会
的
機
関

で
あ
る
と
き
は
、
引
取
ら
れ
な
か
っ
た
財
産
の
売
却
は
そ
の
定
款
(
規
定
〉

に
さ
だ
め
ら
れ
る
手
続
き
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
。

③ 

財
産
の
売
却
か
ら
得
ら
れ
た
金
員
は
、
受
寄
者
に
支
払
わ
る
べ
き
金
額

を
控
除
し
て
寄
託
者
に
交
付
さ
れ
る
。

第
四
三
一
条

受
容
者
に
加
え
ら
れ
た
損
害
の
賠
償

寄
託
者
は
、
受
寄
者
が
寄
託
財
産
の
受
領
に
あ
た
り
そ
の
特
性
を
知
ら
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ず
、
ま
た
知
り
得
べ
く
も
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
の
財
産
の
特
性
に

よ
り
惹
起
さ
れ
た
損
害
を
受
寄
者
に
た
い
し
て
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

t
v
 

第
四
三
ニ
条

混
合
物
の
寄
託
契
約

① 

契
約
中
に
お
い
て
種
類
の
特
徴
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
物
〔
種
類
物
〕
が

数
人
の
者
に
よ
り
保
管
の
た
め
交
付
さ
れ
、
か
っ
、
当
該
の
物
が
受
寄
者

② 
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
場
合
に
は
‘
交
付
さ
れ
た
物
の
数
量
に
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
者
の
持
分
的
共
有
が
受
寄
物
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
る
。

合
意
が
成
立
し
て
か
か
る
物
が
受
寄
者
の
所
有
に
移
転
す
る
場
合
に

は
、
受
寄
者
は
、
物
の
寄
託
者
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
に
た
い
し
て
、
同
数
の
、
ま

た
は
、
当
事
者
に
よ
り
約
定
さ
れ
た
数
の
、
同
種
・
同
質
の
物
を
返
還
す

る
義
務
を
負
う
。

(8) 

第
四
三
三
条

法
律
に
よ
る
保
管
義
務

邦訳

本
法
典
第
四
二
二
条
、
第
四
二
四
条
第
一
項
、
第
四
二
五
条
、
第
四
二

「ロシア共和国民法典」

七
条
乃
至
第
四
一
一
一
一
条
の
規
定
は
、
法
律
に
よ
り
発
生
す
る
保
管
に
つ
い

て
の
関
係
に
も
準
用
さ
れ
る
。

角草

説

決
済
お
よ
び
信
用
関
係

社
会
主
義
的
機
関
相
互
聞
に
お
け
る
決
済
は
、
原
則
と
し
て
振
替
手
続
き

に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
。
か
か
る
諸
機
関
は
法
律
に
し
た
が
っ
て
信
用
施
設

に
口
座
を
ひ
ら
き
資
金
を
保
有
し
得
る
。
現
行
法
に
よ
れ
ば
、
こ
の
信
用
施

設
と
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
営
銀
行
、
全
ソ
ビ
エ
ト
財
政
資
本
投
資
銀
行
(
建

設
銀
行
)
、
外
国
貿
易
銀
行
お
よ
び
国
家
労
働
貯
金
局
で
あ
る
。

決
済
の
手
続
き
お
よ
び
形
式
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
さ
だ
め
ら

れ
、
そ
の
細
則
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
政
府
の
一
連
の
決
定
に
よ
り
示
さ
れ
る
。

現
在
は
、
国
営
銀
行
お
よ
び
建
設
銀
行
に
お
け
る
決
済
は
以
下
の
諸
形
式
で

な
さ
れ
て
い
る
。

ω手
形
引
受

ω信
用
状
同
特
別
勘
定

ω支
払
委
託
制
通
信

機
関
経
由
の
送
金
制
計
画
支
払
手
続
切
小
切
手
。
決
済
形
式
の
選
択
は
、
通

常
、
契
約
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
が
、
規
範
的
行
政
行
為
に
よ
り
、
一
定
の
場

合
に
は
義
務
的
形
式
が
さ
だ
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
九
一
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
立
法
に
よ
り
規
定
さ

れ
る
場
合
に
は
、
社
会
主
義
的
諸
機
関
相
互
間
の
現
金
に
よ
る
決
済
が
み
と

め
ら
れ
る
。

一
九
六

O
年
五
月
二
八
日
付
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
営
銀
行
訓
令
に

よ
り
、
現
金
決
済
は
い
わ
ゆ
る
市
内
(
地
方
内
)
決
済
に
つ
い
て
の
み
許

容
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
住
民
地
点
内
に
あ
る
銀
行
の
一
個
ま

た
は
数
個
の
施
設
を
利
用
す
る
機
関
相
互
間
の
決
済
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま

た
金
額
は
、
総
額
一

O
Oル
I
ブ
り
ま
で
で
あ
る
。
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料

機
関
が
信
用
施
設
の
口
座
に
有
す
る
資
産
を
そ
の
同
意
を
得
ず
に
徴
収
す

資

る
こ
と
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
(
第
三
九
二
条
第
三
項
)
。
こ
の
規
定
は

積
立
金
の
処
分
権
限
を
当
該
機
関
に
保
障
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
外
が
み
と
め
ら
れ
る
の
は
法
律
が
さ
だ
め

る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
国
営
銀
行
の
定
款
第
一
条
|
第
五
条
、

一
九
六
一
年

一
二
月
二
八
日
付
国
営
銀
行
訓
令
第
三
一
1
1
第
三
三
条
等
に
よ
り
、
強
制
手

続
き
に
よ
る
場
合
お
よ
び
預
金
機
関
に
た
い
す
る
執
行
力
あ
る
文
書
に
も
と

づ
く
場
合
が
こ
の
例
外
と
さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
、
た
と
え
ば
公

租
公
課
な
期
限
内
に
納
付
し
な
い
場
合
の
執
行
や
各
種
の
強
制
保
険
金
の
滞

納
を
理
由
と
す
る
執
行
な
ど
が
含
ま
れ
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
仲
裁
命
令
、

執
行
命
令
お
よ
び
支
払
命
令
に
も
と
づ
く
場
合
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

市
民
は
、
国
家
労
働
貯
金
局
、
国
営
銀
行
お
よ
び
外
国
貿
易
銀
行
に
貯
金

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
貯
金
は
民
法
典
第
一

O
五
条
に
よ
り
市
民
の
個
人

的
所
有
権
の
客
体
と
な
り
得
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
九
五
条

は
こ
の
貯
金
を
保
有
す
る
権
利
、
処
分
す
る
権
利
お
よ
び
振
替
決
済
を
お
こ

な
う
権
利
を
さ
だ
め
る
も
の
で
あ
る
。

預
金
者
た
る
市
民
は
、
そ
の
生
存
中
も
死
亡
の
際
も
、
自
己
の
貯
金
を
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
預
金
者
の
請
求
に
よ
り
信
用
機
関
は
市
民
に
た
い

し
て
、
そ
の
生
存
中
、
貯
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
払
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
市
民
は
信
用
機
関
に
対
し
て
、
自
己
の
死
亡
の
場
合
に
貯
金

を
交
付
す
べ
き
者
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
預
入
機
関
に
た
い

す
る
書
面
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
指
定
行
為
に
よ
り
貯
金
は
相
続
財

産
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
相
続
法
上
、
種
々
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
保
雅
子
・
「
ロ
シ
ア
共
和
国
相
続
法
」
比
較
法
研
究

第
三
二
号
参
照
)
。

委

任

新
民
法
典
第
三
五
章
(
第
三
九
六
条
|
第
四

O
四
条
)
は
委
任
に
か
ん
す

る
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
二
年
民
法
典
と
は
、
以
下
の
諸
点
に
お
い
て
異

な
っ
た
性
格
を
も
っ
。
ま
ず
第
一
に
、
旧
法
で
は
企
業
管
理
の
規
定
が
そ
の

第
二
六
一
条
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
商
業
ま
た
は
工
業
の
企
業
管
理
を
目
的

と
す
る
委
任
契
約
は
ネ
ッ
プ
期
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

契
約
が
委
任
者
の
死
亡
後
も
権
利
承
継
人
に
よ
る
解
除
が
な
さ
れ
る
ま
で
効

力
を
保
持
す
る
旨
を
同
条
は
さ
だ
め
て
い
た
。
共
産
主
義
建
設
期
に
お
い
て

は
こ
の
種
の
委
任
は
実
際
的
な
意
義
を
全
く
失
っ
た
。
そ
こ
で
新
法
は
こ
れ

を
削
除
し
た
わ
け
で
あ
る
。
第
二
の
相
違
点
は
法
人
の
受
任
能
力
に
つ
い
て

存
す
る
。
新
民
法
典
は
総
則
中
に
法
人
の
権
利
能
力
の
規
定
を
お
い
た
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
第
六
四
条
に
お
い
て
、
法
人
に
た
い
す
る
委
任
状
の
交
利
に

つ
い
て
の
制
限
を
規
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
受
任
者
た
り
得
る
法
人
を
さ

北法22(4・190)832



だ
め
た
旧
法
第
二
五
一
条
の
付
則
は
同
様
に
削
除
さ
れ
た
。
第
三
点
は
複
委

任
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
旧
法
第
二
五
四
条
は
複
委
任
の
条
件
を
さ
だ

め
、
第
二
五
五
条
は
委
任
者
に
た
い
し
て
自
己
が
選
任
し
た
複
受
任
者
の
人

格
お
よ
び
住
所
を
委
任
者
に
た
い
し
て
通
知
す
る
義
務
を
課
し
、
ま
た
、
こ

の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
受
任
者
が
負
う
べ
き
責
任
を
さ
だ
め
て
い
た
。

新
民
法
典
は
第
六
八
条
に
お
い
て
、
複
委
任
の
要
件
、
委
任
状
の
方
式
、
そ

の
有
効
期
間
、
通
知
義
務
違
反
の
効
果
を
詳
細
に
規
定
し
た
た
め
に
、
第
一
一
一

九
八
条
で
は
、
委
任
者
の
複
受
任
者
忌
避
権
を
規
定
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
結
局
、
新
民
法
典
は
旧
法
の
欠
を
補
い
、
無
意
味
に
な
っ
た
条
文
を
削
除

し
、
総
則
的
な
規
定
を
第
一
一
編
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
す
ぐ
れ
た
構
成

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

邦訳 (8)

取

次

旧
法
に
お
け
る
取
次
契
約
は
、
同
法
制
定
当
時
の
特
殊
な
歴
史
的
状
況
を

「ロシア共和国民法典」

如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
殊
性
は
、
契
約
に
参
加
し
得
る
当
事

者
の
範
囲
お
よ
び
契
約
百
的
履
行
の
た
め
に
当
事
者
が
な
し
得
る
法
律
行
為

の
容
態
に
関
し
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

旧
法
第
二
七
五
条
の

a
第
二
項
に
お
い
て
は
法
人
お
よ
び
市
民
が
契
約
当

事
者
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
市
民
は
、
原
則
と
し
て
当
事

者
た
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
商
事
斡
旋
の
形
式
に
お
け
る
取
次
行
為
の

主
体
と
し
て
市
民
が
登
場
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同

条
第
三
項
に
よ
れ
ば
契
約
の
目
的
は
、
売
買
か
ら
信
用
供
与
ま
で
法
律
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
法
律
行
為
に
及
び
得
た
。
し
か
し
、
ソ
ビ

エ
ト
社
会
の
発
展
は
す
べ
て
の
法
律
行
為
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
す
く
な

く
と
も
信
用
供
与
に
つ
い
て
は
、
取
次
形
式
を
と
る
斡
旋
を
無
用
化
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
市
民
が
取
次
人
た
り
得
な
い
以
上
、
取
次
人
た
る
市
民
の
死
亡
、

ま
た
は
行
為
能
力
爽
失
の
場
合
の
効
果
を
さ
だ
め
た
規
定
(
旧
法
第
二
七
五

条
の
可
)
も
必
要
性
を
失
い
、
更
に
、
経
済
変
動
に
と
も
な
う
取
次
人
ま
た

は
委
託
者
の
破
産
申
立
て
に
関
連
す
る
規
定
(
旧
法
第
二
七
五
条
の
『
第
二

項
お
よ
び
第
二
七
五
条
の
凹
)
も
不
用
と
な
っ
た
。

新
民
法
典
第
四

O
四
条
は
そ
の
第
一
項
で
取
次
契
約
を
有
償
契
約
と
規
定

し
、
旧
法
第
二
七
五
条
の

a第
一
項
の
「
委
託
者
の
計
算
に
お
い
て
」
と
い

う
規
定
を
削
除
し
た
。
し
か
し
、
同
法
第
四
二
ハ
条
が
契
約
履
行
過
程
に
お

け
る
出
摘
に
つ
き
委
託
者
に
償
還
義
務
を
課
し
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
は
、
単
な
る
表
現
形
式
上
の
不
一
致
に
す
、
ぎ
ず
、
本
質
的
な
性
格
の
変
更

と
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

委
託
者
の
財
産
の
滅
失
・
致
損
に
つ
い
て
は
、
新
法
は
か
か
る
結
果
が
取
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料

次
人
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
も
と
づ
い
て
発
生
し
た
場
合
に
取
次
人
が
責

を
負
う
べ
き
も
の
と
し
た
(
第
四
一
二
条
第
一
項
)
。
旧
法
第
二
七
五
条
の
H

に
は
取
次
人
の
免
責
要
件
が
さ
だ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
予
見
し
得

資

る
こ
と
に
つ
き
相
当
な
注
意
を
な
す
も
防
止
し
得
な
か
っ
た
事
情
」
に
よ
る

財
産
の
滅
失
ま
た
は
段
損
の
発
生
の
証
明
、
と
い
う
必
ず
し
も
明
確
と
は
言

い
難
い
要
件
で
あ
っ
た
。
新
法
の
規
定
は
「
帰
責
事
由
に
も
と
づ
く
責
任
」

と
い
う
一
般
原
則
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

委
託
者
は
履
行
費
用
の
償
還
義
務
を
負
う
が
(
第
四
二
ハ
条
第
一
項
)
、
財

産
の
保
管
費
用
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
そ
の
義
務
を
負
わ
な
い
(
同
条
第

限項
ら 1
れ?

モる
例
工外
笠5
2L葎
主ま
vく fこ

食場
智お
日?に
掛よ
外 h

台別
口段
屑の
E尽き
Vノだ
取バ

ホ五
JJ る

語場
規合

則
第
一
四
節
に
よ
り
、
日
用
品
の
取
次
販
売
契
約
に
あ
っ
て
は
、
保
管
費
用

を
委
託
者
か
ら
取
立
て
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

委
託
事
務
の
履
行
を
拒
絶
す
る
取
次
人
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
狼
本
的
な

変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
旧
法
下
に
あ
っ
て
は
、
取
次
人
は
原
則
と
し
て
契
約

拒
絶
権
を
有
し
、
た
だ
、
契
約
中
に
明
記
す
る
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
制
限

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
旧
法
第
二
七
五
条
の

0
1

役
務
の
逐
行
を
そ
の
任
務
と
す
る
専
門
化
さ
れ
た
社
会
主
義
的
機
関
が
取
次

人
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
現
状
に
こ
の
規
定
が
適
合
し
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
新
民
法
典
は
こ
の
原
則
と
例
外
を
転
換
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

四
一
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
取
次
人
は
、
委
託
事
務
の
履
行
不
能
、
委
託
者

の
側
か
ら
す
る
契
約
侵
害
行
為
の
存
在
お
よ
び
特
約
あ
る
場
合
以
外
に
は
契

約
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
前
述
の
一
九
五
九
年
規
則
第

一
六
節
に
よ
れ
ば
、
日
用
品
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
(
第
四
一

O
条
参
照
)

の
の
ち
一
カ
月
を
経
過
し
、
か
っ
、
物
の
引
渡
人
が
目
的
物
を
あ
ら
た
に
評

価
す
る
こ
と
に
同
意
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
販
売
腐
は
取
次
契
約
を
破
棄

し
得
る
。

相
当
な
理
由
の
あ
る
拒
絶
の
通
知
を
受
領
し
た
委
託
者
は
、
そ
の
受
領
の

日
か
ら
一
カ
月
以
内
に
取
次
人
の
許
に
あ
る
財
産
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
期
間
は
旧
法
と
同
一
で
あ
る
(
第
四
二

O
条、

旧
法
第
二
七
五
条
の
口
)
。

四

寄

託

寄
託
契
約
は
実
際
に
ひ
ろ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧

民
法
は
こ
れ
に
関
す
る
規
定
を
全
く
も
た
な
か
っ
た
。
か
か
る
契
約
か
ら
生

ず
る
当
事
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
債
権
総
則
の
諸
規
定
や
若
干
の
規
範

的
ア
ク
ト
に
よ
る
規
律
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
新
民
法
典
は
、
第

三
七
章
一
二
カ
条
を
こ
れ
に
充
て
、
き
わ
め
て
詳
細
に
規
範
を
設
定
し
た
わ
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け
で
あ
る
。

本
章
の
諸
規
定
は
契
約
に
よ
り
発
生
す
る
関
係
を
本
来
の
規
制
対
象
と
し

て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
民
警
の
遺
失
物
取
扱
所
に
届
出
ら
れ
た
物
な
ど
の

よ
う
に
法
律
に
も
と
づ
く
寄
託
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
。

寄
託
契
約
に
も
と
づ
い
て
受
寄
者
は
寄
託
者
か
ら
引
渡
し
を
う
け
た
財
産

を
保
管
し
、
こ
れ
を
損
傷
す
る
こ
と
な
く
返
還
す
る
義
務
を
負
う
(
第
四
二

二
条
第
一
項
)
。

民
法
典
の
予
定
す
る
寄
託
契
約

』
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、

は
要
物
性
を
前
提
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
日
本
民
法
と
差
が

な
い
が
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
的
機
関
相
互
間
の
諾
成
寄

託
、
と
り
わ
け
、
受
入
義
務
が
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
(
同

条
二
項
〉
。

た
と
え
ば
、
国
営
冷
凍
機
関
と
利
用
機
関
の
契
約
に
よ
り
一
定
の
容
積
が

(8) 

用
意
さ
れ
る
場
合
に
は
、
利
用
機
関
は
こ
れ
に
充
填
さ
る
べ
き
寄
託
物
全
一

邦訳

定
期
間
内
に
提
供
す
る
義
務
を
負
い
、
冷
凍
機
関
は
目
的
物
の
受
領
を
義
務

「ロシア共和国民法典J

づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寄
託
物
の
受
入
義
務
を
さ
だ
め

た
第
四
二
二
条
第
二
項
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
。
寄
託
契
約
は
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
る
別
段
の
さ
だ
め
が
な
い
か
ぎ
り

原
則
と
し
て
無
償
で
あ
る
(
同
条
第
三
項
)
。
有
償
寄
託
を
さ
だ
め
た
も
の
と

し
て
は
、
前
述
の
冷
凍
業
務
規
則
の
ほ
か
大
型
穀
物
倉
庫
業
務
規
則
等
が
あ

る
契
約
の
当
事
者
た
り
得
る
の
は
法
人
お
よ
び
市
民
で
あ
る
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
市
民
は
好
意
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
受
寄
者
に
な
る
場
合
が
通

常
で
あ
り
、
有
償
契
約
を
締
結
す
る
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
法
人
の
場
合
に
は
、
主
た
る
業
務
に
随
伴
し
て
寄
託
業
務
を
行
な
う
も
の

(
ホ
テ
ル
・
共
同
宿
舎
な
ど
)
の
ほ
か
、
質
脂
・
冷
凍
庫
お
よ
び
手
荷
物
預
所

な
ど
の
よ
う
に
定
款
ま
た
は
規
程
に
活
動
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
る
も

の
な
ど
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
や
共
同
宿
舎
な
ど
で
は
利
用
者
が

特
に
保
管
を
依
頼
し
な
い
場
合
で
も
市
民
の
財
産
の
滅
失
ま
た
は
毅
損
に
つ

い
て
の
責
任
が
法
定
さ
れ
て
い
る
(
第
四
二
九
条
)
。
た
だ
し
、
金
銭
や
貴
金

属
に
つ
い
て
は
こ
の
管
理
責
任
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
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